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海
上
保
安
庁
は
、
本
庁
（
東
京
都
）

を
中
核
と
し
て
全
国
に
管
区
海
上
保

安
本
部
、
海
上
保
安
部
な
ど
を
配
置

し
、
一
元
的
な
組
織
運
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。　

　
本
庁
に
は
長
官
の
下
に
総
務
部
、

装
備
技
術
部
、
警
備
救
難
部
、
海
洋

情
報
部
、
交
通
部
の
５
つ
の
部
局
が

置
か
れ
、
基
本
的
な
政
策
の
策
定
、

海
上
保
安
業
務
に
関
す
る
法
令
の
制

定
や
改
正
、
他
省
庁
と
の
調
整
な
ど

を
行
い
、
海
上
保
安
行
政
の
「
舵
取

り
」
役
と
し
て
中
枢
を
担
っ
て
い
ま

す
。　

　
地
方
に
つ
い
て
は
全
国
を
11
の
海

上
保
安
管
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

管
区
海
上
保
安
本
部
を
設
置
し
担
任

水
域
を
定
め
て
い
ま
す
。
各
管
区
に

は
海
上
保
安
部
、
海
上
保
安
署
や
航

空
基
地
な
ど
の
組
織
お
よ
び
巡
視
船
・

航
空
機
な
ど
を
配
置
し
、
現
場
第
一

線
に
て
治
安
の
維
持
や
海
難
救
助
、

船
舶
交
通
の
安
全
確
保
な
ど
の
活
動

に
日
夜
努
め
て
い
ま
す
。　

　
こ
こ
で
は
、
各
管
区
、
各
部
署
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
特
色
あ
る
業
務

を
写
真
を
中
心
に
し
て
ご
紹
介
し
ま

す
。　

●機構図　
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司
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航
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第
一
管
区
発

「
北
の
海
」
災
害
に備

え
る
！

平成18年5月サハリン島アニワ湾において日露合同流出油防除訓
練（第1回NOWPAP訓練）が行われた。
写真は、ロシア側からはサハリン海難救助局（サフバス）所属の

「アガット」、日本からは北陸地方整備局所属の浚渫
しゅんせつ

兼油回収船「白
山」、釧路海上保安部所属巡視船「えりも」が参加した時のもので、
両国の回収船などが船隊を編成している大変珍しい模様である。

日露合同流出油防除訓練

平成19年9月紋別市において、官民一体による流出油防除総合訓練が実施さ
れた。
写真下は、稚内海上保安部所属巡視船「れぶん」が、海上保安庁所有の高粘
度対応油回収装置（LSC）を使用して、油回収訓練を行っている模様である。

平成20年9月稚内市におい
て、流出油防除総合訓練が
実施された。
写真右は、釧路海上保安

部所属巡視船「えりも」が、
石油連盟が室蘭港に所有し
ているトランスレック油回
収装置を搭載して、稚内に
向け回航する準備中のもの
である。

流出油防除総合訓練
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青森海上保安部　

八戸海上保安部　

宮古海上保安署　

釜石海上保安部　

秋田海上保安部　

16人　

気仙沼海上保安署　

石巻海上保安署　

第二管区海上保安本部　
宮城海上保安部　
第二管区情報通信管理センター　

仙台航空基地　

酒田海上保安部　

福島海上保安部　

東北6県のLGLの数　

11人　

4人　

6人　

85人　

33人　

10人　

8人　

平成20年9月1日現在　

87人　

63人　

第二管区発

東北6県に広がる
ライフガードレディース

―ライフジャケット着用率100％を目指して―

漁
業
者
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を

徹
底
さ
せ
よ
う
と
、
平
成
18
年
９
月
、
石
巻

海
上
保
安
署
は
全
国
初
の
試
み
と
し
て
宮
城

県
漁
協
雄
勝
町

お
が
つ
ち
ょ
う
東
部
支
所
女
性
部
の
皆
さ
ん

を
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進
員
（
ラ
イ

フ
ガ
ー
ド
レ
デ
ィ
ー
ス：

Ｌ
Ｇ
Ｌ
）
に
委
嘱

し
た
。
発
足
当
時
３
人
だ
っ
た
Ｌ
Ｇ
Ｌ
は
、

現
在
で
は
、
東
北
６
県
で
３
２
３
人
に
広
が

っ
て
お
り
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
率
１

０
０
％
を
目
指
し
、
根
気
よ
く
活
動
が
続
い

て
い
る
。

発
足
当
初
、「
仕
事
の
邪
魔
に
な
る
」
な
ど

の
理
由
か
ら
、
漁
業
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
き

た
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
も
、
各
海
上

保
安
部
署
と
Ｌ
Ｇ
Ｌ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
講
習
会

の
実
施
な
ど
の
日
々
の
地
道
な
活
動
が
実
り
、

今
で
は
漁
業
者
か
ら
、「
い
つ
も
着
て
る
よ
、

自
分
の
た
め
に
」
と
の
声
を
聞
く
ま
で
に
な

り
、
海
中
転
落
時
に
お
け
る
漁
業
者
の
安
全

確
保
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
地
道
な
活
動
の
輪
は
地
方
自

治
体
に
ま
で
広
が
り
、
石
巻
市
で
は
、
平
成

20
年
３
月
、
全
国
初
の
「
救
命
胴
衣
着
用
宣

言
都
市
」
と
す
る
こ
と
が
市
議
会
で
決
議
さ

れ
た
。

ライフジャケット未着用で落水した体験を話している海女さん。漁業関係者
が真剣に話を聞き、ライフジャケットの重要性を認識している。

海上保安官とLGLが漁業者の家を一軒一軒訪問するという地道な活動が実施
されている。

ライフジャケット着用率100％で出漁・操業する漁業者達。うに漁に出漁した
漁船50隻（各2～3人乗船）全員が色とりどりのライフジャケットを着用して
おり、この光景は、操業している漁業者の家族達に安心感を与えてくれる。
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第
三
管
区
発

首
都
圏
の
海
を
守
る

首都圏のテロは許さない！！

米原子力空母「ジョージワシントン」
入港時海上警備実施

平成20年7月の北海道洞爺湖サミットに関連する閣僚会議として、3月には千葉で「気候変動、クリーンエネルギー及び
持続可能な開発に関する閣僚対話（G20）」が、5月には横浜で「第4回アフリカ開発会議（TICAD �）」が開催された。
第三管区海上保安本部では、これら関連閣僚会議と北海道洞爺湖サミット本番中の首都圏におけるテロ未然防止のため
海上警備を実施した。
（写真はTICAD �の開催に備えた公開訓練時の模様)

平成20年9月25日、米原子力空母ジョージワシントン横須賀港入港に伴い、第三管区海上保
安本部は、巡視船艇・航空機により海上警備を実施した。
（写真は、海上警備実施時の模様）
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管制業務を実施中の伊勢湾海上交通センター管制官航路付近の遊漁船に安全指導する海上保安官

第四管区発

船舶交通の要所
伊良湖水道航路を守る！

南航する巨大船と北航する準巨大船が伊良湖水道航路内で行き会っているところ。
平成19年12月31日までは、航路内で巨大船と準巨大船が行き会わないよう、準巨大船に航路外で

待機するよう指示していたが、平成20年1月1日より危険物積載船を除き航路内での対面通航が可能
になった。
【参考】巨大船－全長200m以上の船舶

準巨大船－全長130m以上200m未満の船舶

伊
良
湖

い

ら

ご

水
道
航
路
は
、
全
国
一
の
貿

易
額
を
誇
る
名
古
屋
港
を
は
じ
め
、
大
規

模
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
有
す
る
四
日
市
港
、

自
動
車
輸
出
基
地
と
し
て
拡
大
す
る
三
河

港
、
衣
浦
港
へ
の
玄
関
で
あ
り
、
年
間
11

万
隻
余
の
船
舶
が
行
き
来
す
る
船
舶
交
通

の
要
所
で
あ
る
。

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、

伊
良
湖
水
道
航
路
と
そ
の
付
近
海
域
の
船

舶
の
安
全
か
つ
効
率
的
な
運
航
を
確
保
す

る
た
め
レ
ー
ダ
ー
や
Ａ
Ｉ
Ｓ
※
な
ど
を
利

用
し
、
24
時
間
体
制
で
航
行
船
舶
の
動
静

を
把
握
し
、
航
路
内
が
過
密
に
な
ら
な
い

よ
う
航
行
管
制
を
行
っ
た
り
、
船
舶
が
安

全
に
航
行
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
行
っ

た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
航
路
を
し
ょ
う
戒
す
る
巡
視

艇
も
伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
、
航
行
船
舶
の
整
理
や
航
法
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

※
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
船
舶
自
動
識
別
装
置
）：

船
名
、

大
き
さ
、
針
路
、
速
力
な
ど
の
航
海
に
関
す

る
情
報
を
自
動
的
に
送
受
信
す
る
装
置
。

伊勢湾海上交通センター
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海
上
保
安
庁
と
言
え
ば
、
そ
の
名
の
通
り

「
海
上
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
」
日
夜
業

務
に
励
ん
で
い
る
が
、
そ
の
海
上
交
通
の
安

全
確
保
に
不
可
欠
な
海
図
な
ど
を
作
成
す
る

た
め
、
海
で
は
な
く
空
を
見
上
げ
て
い
る
組

織
が
あ
る
。

第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
管
内
の
和
歌
山

県
那
智
勝
浦
町
に
あ
る
下
里
水
路
観
測
所
が

そ
の
組
織
で
あ
る
。

下
里
水
路
観
測
所
で
は
、
人
工
衛
星
レ
ー

ザ
ー
測
距
装
置
を
使
用
し
て
、
特
殊
な
鏡
を

搭
載
し
た
人
工
衛
星
が
下
里
上
空
を
通
過
す

る
際
に
、
人
工
衛
星
へ
向
け
て
レ
ー
ザ
ー
光

線
を
発
射
し
、
人
工
衛
星
か
ら
反
射
し
て
く

る
往
復
時
間
を
計
測
す
る
こ
と
で
人
工
衛
星

ま
で
の
距
離
を
計
測
し
て
い
る
。

観
測
は
昼
夜
分
か
た
ず
行
っ
て
お
り
、
天

空
を
高
速
で
移
動
し
て
い
く
人
工
衛
星
を
追

尾
し
な
が
ら
、
１
回
の
観
測
で
５
千
〜
２
万

回
の
レ
ー
ザ
ー
光

線
を
発
射
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
観

測
に
よ
り
、
我
が

国
の
領
海
確
定
の

た
め
の
基
準
点
の

位
置
を
確
定
す
る

な
ど
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
の
位
置
が
明
治
初
期
の
天
文
観
測
で
求

め
ら
れ
た
位
置
に
対
し
て
北
西
に
約
４
７
０

ｍ
ず
れ
て
い
る
こ
と
や
、
下
里
付
近
の
地
殻

は
大
陸
に
対
し
て
毎
年
約
３
㎝
ず
つ
西
北
西

に
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

す
る
な
ど
、
そ
の
観
測
成
果
は

正
確
な
海
図
の
作
成
の
基
礎
と

な
る
ほ
か
、
地
殻
変
動
を
検
出

す
る
こ
と
に
も
利
用
さ
れ
地
震

防
災
に
も
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。

職
員
は
、
正
確
な
観
測
を
行

う
た
め
に
、
温
度
が
１
℃
・
湿

度
が
５
％
変
化
し
て
も
調
整
が

必
要
な
装
置
の
点
検
に
細
心
の

注
意
を
払
い
、
今
日
も
Ｓ
Ｆ
映

画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
よ
う
な
姿
で
、
宇
宙
に

目
を
向
け
て
い
る
。

な
お
、
下
里
観
測
所
は
観
測
の
功
績
を
認

め
ら
れ
、
平
成
16
年
12
月
に
人
事
院
総
裁
賞

を
受
賞
し
た
。

人工衛星レーザー測距装置を点検する海上保安官

夜間観測中のレーザー光線観測中の上空監視

第
五
管
区
発

海
上
だ
け
じ
ゃ
な
い
保
安
庁

―
下
里
水
路
観
測
所

人
工
衛
星
レ
ー
ダ
ー
測
距
―
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役
さ
れ
た
同
型
船
「
か
い
お
う
」
の
支
援
業

務
と
し
て
第
七
管
区
の
50
基
の
交
換
作
業
を

実
施
す
る
ほ
か
、
東
海
地
震
や
南
関
東
地
震

の
災
害
発
生
時
に
は
、
海
上
交
通
の
安
全
確

保
の
た
め
現
地
に
出
動
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

香
川
県
小
豆
島
の
西
端
付
近
に
船
が
差
し

迫
る
頃
、「
現
場
到
着
15
分
前
！
」
と
船
橋
か

ら
放
送
が
流
れ
る
。
甲
板
上
で
待
機
中
の
作

業
メ
ン
バ
ー
も
、

「
よ
し
、
や
る
ぞ
!!
」

と
気
合
も
十
分
に
各
自
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
顎
紐

を
締
め
直
す
。

現
場
は
�
海
の
銀
座
�
備
讃
瀬
戸
東
航
路

の
出
入
口
で
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
に
匹

敵
す
る
海
域
だ
。

作
業
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
全
国
で
２
隻

と
な
っ
た
設
標
船
の
う
ち
の
１
隻
で
あ
る
第

六
管
区
海
上
保
安
本
部
所
属
の
設
標
船
「
ぎ

ん
が
」（
約
６
０
０
ｔ
昭
和
55
年
３
月
建
造
、

荷
役
性
能
15
ｔ
の
ク
レ
ー
ン
装
備
）
で
、
灯

浮
標
（
ブ
イ
）
の
交
換
業
務
を
主
任
務
と
し

て
船
舶
交
通
の
安
全
を
支
え
て
い
る
。

切り離しの瞬間「レッコ！（投入）」

第六管区発

航海の安全を
見つめて守る浮標作業

灯
浮
標
と
設
置
数

灯
浮
標
は
、
海
底
に
設
置
し
た
沈
錘
（
お

も
り
）（
４
〜
10
ｔ
）
に
鉄
鎖
（
チ
ェ
ー
ン
）

（
10
〜
１
２
５
ｍ
）
と
標
体
（
６
〜
10
ｔ
）
を

繋
ぎ
、
こ
れ
に
光
源
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
灯

器
が
装
備
さ
れ
た
標
識
で
、
色
や
形
で
通
航

船
舶
に
浅
瀬
な
ど
の
危
険
を
示
し
た
り
、
ど

ち
ら
側
を
通
っ
た
ら
安
全
か
な
ど
を
知
ら
せ

る
た
め
海
上
に
設
置
さ
れ
た
交
通
標
識
で
現

在
全
国
に
１
２
７
７
基
あ
る
が
、
第
六
管
区

内
に
は
３
２
２
基
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
基
数
は
全
管
区
一
と
な
っ
て
い
る
（
平
成

20
年
６
月
末
現
在
）。

設
標
船
「
ぎ
ん
が
」
は
他
管
区
へ
も
出
動

「
ぎ
ん
が
」
は
、
管
区
本
部
の
計
画
す
る

交
換
作
業
の
指
令
に
よ
り
平
成
20
年
度
で
は
、

当
管
内
の
１
０
０
基
に
加
え
、
昨
年
度
に
解

右写真は、左舷サイドで旧標体
を海面上に吊り上げしたもので、
この後は、標体下方の鉄鎖の揚収
に引き続き、沈錘を海底から離し
たタイミングで船を灯浮標の告示
位置（海図のポジション）に移動
させ、「レッコ！（投入）」の合図
で右舷サイドに準備中の新標体を
投入し、交換作業を終える。
交換作業に要する時間は、小型

の灯浮標にあっては約1時間（大
型のものでは2時間）を要するが、
正確な位置への投入と安全的確な
作業のためには、風や波の影響だ
けでなく潮流速が2ノット以下の
時間の作業となるため、早朝から
の準備や遅い昼食など、時間も不
規則で、夏の炎天下や冬の厳寒時
は大変な作業となる。

標　体　

沈　　錘　

光　源　

頭　標（形象物）　

（おもり）　

（チェーン）　
鉄 鎖　

▽　　　海　　　底　

▽　　　水　面　
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対
馬
は
、
福
岡
県
の
北
西
約
１
３
０
㎞
の

位
置
に
あ
り
、
韓
国
釜
山
か
ら
約
50
㎞
と
韓

国
と
隣
接
す
る
国
境
警
備
の
最
前
線
で
、
巡

視
艇
勢
力
は
、
30
ｍ
型
が
対
馬
海
上
保
安
部

に
４
隻
、
比
田
ひ

た

勝か
つ
海
上
保
安
署
に
２
隻
が
配

備
さ
れ
、
日
夜
、
不
法
操
業
外
国
漁
船
の
取

締
り
、
密
輸
・
密
航
警
戒
な
ど
に
従
事
し
て

い
る
。

従
来
の
巡
視
艇
「
む
ら
く
も
」
型
は
、
昭

和
52
年
５
月
に
「
領
海
法
」
と
「
漁
業
水
域

に
関
す
る
暫
定
措
置
法
」（
い
わ
ゆ
る
海
洋
二

法
）
が
制
定
さ
れ
、
新
海
洋
秩
序
を
維
持
す

る
た
め
に
30
ｍ
型
巡
視
船
艇
な
ど
の
増
強
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
53
年
３
月
に

当
時
の
厳
原
い
ず
は
ら
海
上
保
安
部
に
新
造
船
と
し
て

配
属
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
昭
和
55
年
度

ま
で
に
同
保
安
部
と
比
田
勝
海
上
保
安
署
に

計
７
隻
が
配
備
さ
れ
た
。

し
か
し
、「
む
ら
く
も
」
型
は
、
耐
用
年
数

20
年
を
経
過
し
、

現
在
は
対
馬
海
上

保
安
部
の
「
た
つ

ぐ
も
」
１
隻
の
み

と
な
り
、
更
に
任

務
に
迅
速
・
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、

次
々
と
新
30
ｍ
型

の
「
は
や
ぐ
も
」

型
へ
世
代
交
代
し
、
現
在
、
対

馬
海
上
保
安
部
に
３
隻
、
比
田

勝
海
上
保
安
署
に
２
隻
の
計
５

隻
が
配
備
さ
れ
て
い
る
。

新
30
ｍ
型
巡
視
艇
は
、
性
能

や
居
住
性
が
向
上
し
、
ま
た
、

推
進
器
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
に
変
更
さ
れ
、
速
力
も
36
ノ

ッ
ト
以
上
と
高
速
化
さ
れ
て
い

る
。新

た
に
配
備
さ
れ
た
巡
視
艇

は
、
国
境
警
備
の
最
前
線
で
、

弛
み
無
い
不
法
外
国
漁
船
の
捕

捉
訓
練
な
ど
に
よ
り
、
技
量
を

練
磨
す
る
と
と
も
に
、
国
益
を

守
る
た
め
、
昼
夜
を
分
か
た
ぬ

厳
し
い
任
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

高速航走する新型巡視船捕捉訓練の様子

第
七
管
区
発

韓
国
に
隣
接
す
る

国
境
警
備
の
最
前
線

―
新
型
巡
視
艇
へ
の
世
代
交
代
―

韓国漁船
捕捉の様子
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原
子
力
発
電
所
な
ど
の
臨
海
重
要
施
設
も
数

多
く
立
地
し
て
お
り
、
最
近
で
は
国
際
的
に

テ
ロ
の
脅
威
が
増
大
す
る
中
で
、
北
朝
鮮
が

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
や
地
下
核
実
験
を
強

行
す
る
な
ど
不
穏
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
沿
岸
地
域
社
会
で
は
不
審
船

の
暗
躍
や
テ
ロ
な
ど
に
対
す
る
不
安
と
警
戒

心
が
根
強
く
、
沿
岸
警
備
に
も
並
々
な
ら
ぬ

高
い
関
心
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、

平
成
19
年
度
末
に
境
海
上
保
安
部
に
配
属
さ

れ
た
最
新
鋭
の
ヘ
リ
甲
板
付
高
速
高
機
能
巡

視
船
「
き
そ
」
を
は
じ
め
、
高
速
特
殊
警
備

船
の
「
ほ
た
か
」
や
「
あ
さ
ま
」
な
ど
の
高

速
巡
視
船
艇
を
主
力
と
す
る
21
隻
の
巡
視
船

艇
と
５
機
の
航
空
機
を
原
子
力
発
電
所
な
ど

の
周
辺
海
域
に
重
点
的
に
配
備
す
る
な
ど
し

て
、
昼
夜
を
分
か
つ
こ
と
な
く
厳
重
な
警
戒

監
視
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

し
か
し
同
時
に
長
大
な
日
本
海
西
部
沿
岸

の
警
戒
監
視
体
制
を
よ
り
一
層
磐
石
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
、
沿
岸
府
県
な
ど
の
行
政

管
轄
や
海
陸
・
官
民
の
枠
を
超
え
た
地
域
ぐ

る
み
の
広
域
的
な
危
機
管
理
体
制
の
充
実
強

化
を
積
極
的
に
推
進
し
な
が
ら
、
今
後
と
も

日
本
海
西
部
の
国
境
海
域
の
守
り
に
万
全
を

期
し
、
地
域
社
会
は
も
と
よ
り
広
く
国
民
の

安
全
安
心
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
く
。

不審な船舶を追跡中の巡視船船内中央指揮所

若狭湾沿岸の原子力発電所を警戒中の
巡視船「ほたか」と巡視艇「あさぎり」

不審な船舶に対し船隊を組んで停船を命じながら追跡する訓練

発光信号（停船信号「L・ー・・」）により停船を命じているヘリコプター

第八管区発

日本海西部の国境海域を守る！
―沿岸地域社会の安全安心を支えて―

第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
が
管
轄
す
る
日

本
海
西
部
海
域
は
、
朝
鮮
半
島
や
ロ
シ
ア
沿

海
州
な
ど
の
北
東
・
極
東
ア
ジ
ア
を
指
呼
に

望
む
広
大
な
国
境
海
域
で
あ
る
。
ま
た
、
管

内
の
福
井
県
か
ら
島
根
県
に
至
る
１
府
４
県

の
沿
岸
は
海
岸
線
の
総
延
長
が
約
２
千
km
に

も
及
ぶ
長
大
な
も
の
で
、
過
去
に
海
上
保
安

庁
が
確
認
し
た
21
隻
の
不
審
船
の
う
ち
７
隻

が
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
被
害
や
脱
北
亡
命
船
の
来
航
事
件
な
ど

も
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
港
湾
や
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第
九
管
区
発

日
本
海
を
守
る
３
つ
の
峰

「
飛
騨
」「
白
山
」「
乗
鞍
」。
山
好
き
は
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
う
で
な
い
人
も
一
度
は

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
い
ず
れ
も
日
本
を
代
表

す
る
名
山
、
山
脈
の
名
前
。

そ
の
名
を
受
け
継
ぐ
３
隻
の
巡
視
船
、
第

九
管
区
に
配
備
さ
れ
た
「
Ｐ
Ｌ
51
ひ
だ
」（
新

潟
海
上
保
安
部
）、「
Ｐ
Ｌ
43
は
く
さ
ん
」（
金

沢
海
上
保
安
部
）、「
Ｐ
Ｓ
２
０
３
の
り
く
ら
」

（
伏
木
海
上
保
安
部
）
で
あ
る
。

３
隻
は
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
能
登

半
島
沖
不
審
船
事
件
、
２
０
０
１
年
（
平
成

13
年
）
九
州
南
西
沖
工
作
船
事
件
を
契
機
に

建
造
さ
れ
、
日
本
海
を
挟
み
大
陸
と
面
す
る

第
九
管
区
に
配
備
さ
れ
た
不
審
船
対
応
を
主

目
的
と
し
た
巡
視
船
で
あ
り
、
高
き
峰
か
ら

大
地
を
見
守
る
名
山
の
ご
と
く
、
ま
さ
に
日

本
海
を
守
る
峰
で
あ
る
。

３
隻
の
特
筆
す
べ
き
特
徴
は
、
従
来
の
巡

視
船
と
は
一
線
を
画
す
高
速
性
能
と
最
新
鋭

機
器
に
よ
る
監
視
能
力
、
警
備
行
動
時
の
武

器
性
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
３
隻
は
、
有
事
の

際
は
直
ち
に
事
案
の
対
応
に
当
た
る
。

ま
た
、
不
審
船
対
応
事
案
な
ど
の
際
は
こ

れ
ら
の
船
艇
が
航
空
機
な
ど
と
ユ
ニ
ッ
ト
を

編
成
し
対
応
に
当
た
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
を
編
成

し
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
船
が
持
つ
能

力
に
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
よ
り
有
効
で
効

果
的
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
最
新
鋭
の
能
力
を
有
し
て
い
る
第

九
管
区
を
代
表
す
る
３
隻
の
高
速
性
能
や
高

い
監
視
能
力
は
、
警
備
事
案
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
１
分
１
秒
を
争
う
救
難
活
動
に
お
い

て
も
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
多
く

の
功
績
を
残
し
て
い
る
。

PS203 巡視船「のりくら」
（全長：50m
総トン数：220t
速力：40ノット以上）

PL51 巡視船「ひだ」
（全長：95m
総トン数：1800t
速力：30ノット以上） PL43 巡視船「はくさん」

（全長：79m
総トン数：770t
速力：30ノット以上）

巡視船「ひだ」
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平
成
19
年
９
月
２
日
午
後
、「
宮
崎
空
港
を

離
陸
し
た
１
人
乗
り
小
型
飛
行
機
が
「
視
界

が
悪
い
」
と
の
交
信
を
最
後
に
管
制
室
の
レ

ー
ダ
ー
か
ら
機
影
が
消
え
た
」
と
宮
崎
空
港

事
務
所
か
ら
第
十
管
区
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル

ー
ム
に
１
１
８
番
通
報
が
あ
っ
た
。
十
オ
ペ

及
び
宮
崎
海
上
保
安
部
で
は
同
機
操
縦
者
と

航
空
機
の
捜
索
を
開
始
。
捜
索
中
の
宮
崎
県

警
へ
リ
と
同
県
防
災
ヘ
リ
が
漂
流
中
の
操
縦

者
を
発
見
、
吊
り
上
げ
救
助
し
た
が
、
機
体

本
体
に
つ
い
て
は
発
見
に
至
ら
な
か
っ
た
。

翌
日
、
潜
水
士
な
ど
に
よ
り
機
体
捜
索
を

実
施
し
た
が
、
水
中
視
界
が
悪
く
発
見
は
困

難
を
極
め
た
。
潜
水
時
間
も
残
り
１
時
間
と

な
り
、
捜
索
の
長
期
戦
を
覚
悟
し
て
い
た
時
、

第
十
管
区
本
部
測
量
船
「
い
そ
し
お
」
が
付

近
港
湾
で
補
正
測
量
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

急
遽
同
船
の
派
遣
を
受
け
付
近
海
域
の
捜
索

を
開
始
、
同
船
搭
載
の
ソ
ナ
ー
※
「
シ
ー
バ
ッ

ト
」
が
、
水
深
11
ｍ
の
海
底
に
沈
ん
で
い
る

小
型
飛
行
機
の
映
像
を
捉
え
た
。
直
ち
に
潜

水
士
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
機
体
番
号
に
よ

り
墜
落
し
た
航
空
機
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
捜
索
を
開
始
し
て
か
ら
わ
ず
か
１
時
間

の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
当
日
は
航
空
・
鉄
道

事
故
調
査
委
員
と
県
警
を
含
め
た
合
同
会
議

が
開
か
れ
て
お
り
、「
い
そ
し
お
」
が
短
時
間

で
機
体
を
発
見
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
関
係

者
か
ら
当
庁
の
捜
索
能
力
の
高
さ
に
驚
き
の

声
が
上
が
っ
た
。

※
　
音
波
に
よ
っ
て
水
中
の
物
体
の
探
知
を
す
る

機
械
。

第十管区発

海のバットマン「シーバット」現る！
―測量船「いそしお」が消息不明航空機発見―

シーバットにより得られた画像を解析し、3次元画像の処理を施したところ、墜落した飛行機の映像
が鮮明に浮かび上がった。

シーバット画像

墜落した小型飛行機の同型機

測量船いそしお（総トン数32t、長さ21m、幅4.5m、最高速
力約15ノット（時速約28km））
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第十一管区発

「僕、ヘリコプターで
生まれたよ！」

―島をつなぐ命のリレー　石垣航空基地―

い
た
だ
い
て
い
る
。

急
患
輸
送
と
は
い
っ
て
も
、
病
気
、
ケ
ガ

ば
か
り
で
は
な
く
、
時
に
は
妊
婦
を
搬
送
す

る
こ
と
も
あ
る
。
病
院
ま
で
待
て
ず
に
機
内

で
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
こ
と
も
３
回
あ
っ

た
。今

日
も
、
命
の
リ
レ
ー
の
一
端
を
担
う
た

め
、
石
垣
航
空
基
地
は
職
務
に
励
ん
で
い
る
。

平
成
17
年
10
月
７
日
、
石
垣
航
空
基
地
が

救
急
患
者
搬
送
２
千
回
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、

沖
縄
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
。

昭
和
45
年
３
月
、
当
時
の
琉
球
政
府
に
お

い
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
へ
き
地
離
島

の
巡
回
診
療
計
画
が
な
さ
れ
、
海
上
保
安
庁

も
職
員
の
派
遣
、
資
機
材
の
準
備
な
ど
の
協

力
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
47
年
２
月
４

日
、
急
患
輸
送
と
巡
回
診
療
を
業
務
と
す
る

「
琉
球
政
府
厚
生
局
石
垣
医
療
航
空
事
務
所
」

が
発
足
、
同
年
３
月
１
日
に
小
型
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
２
機
（
ヒ
ュ
ー
ズ
５
０
０
型
）
が
配
備

さ
れ
、
急
患
輸
送
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。
同

年
３
月
５
日
に
は
、
初
の
急
患
輸
送
が
行
わ

れ
た
。

沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し
た
昭
和
47
年
５
月

15
日
ま
で
の
２
カ
月
半
の
間
に
、
27
名
の
急

患
輸
送
を
実
施
し
、
本
土
復
帰
後
は
海
上
保

安
庁
が
急
患
輸
送
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
第
十

一
管
区
海
上
保
安
本
部
石
垣
航
空
基
地
が
開

設
さ
れ
た
。
平
成
20
年
９
月
30
日
現
在
で
、

２
３
４
７
名
の
急
患
輸
送
を
実
施
し
て
い
る
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
こ
の
急
患
輸
送
業

務
は
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
63
年
に
は
運
輸

大
臣
表
彰
、
平
成
２
年
に
は
総
理
大
臣
表
彰
、

平
成
３
年
に
は
急
患
輸
送
１
千
回
で
沖
縄
県

知
事
感
謝
状
、
平
成
10
年
に
は
当
庁
で
は
初

と
な
る
人
事
院
総
裁
賞
と
、
数
々
の
表
彰
を
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